１　肝炎初回精密検査費用助成（平成30年度～）資料６－①


１）周知
　　・妊婦健診：大阪産婦人科医会と連携した周知（会報誌R4.7月号、会研修でチラシ配架）
　　・術前検査：大阪府眼科医会と連携した周知（会報誌R4.9月号、検査委託眼科へチラシ配付）

２）実績
[bookmark: _GoBack]　　＜年度別＞　　　　　　　　　　　　＜支給内訳＞
	　
	支給
	不支給
	計

	H30
	33
	0
	33

	R1
	66
	3
	69

	R2
	35
	5
	40

	R3
	40
	2
	42

	R4（R4.12月時点）
	36
	3
	39


	　
	行政
	職域
	術前
	妊婦
	計

	H30
	33
	
	
	
	33

	R1
	44
	19
	
	
	66

	R2
	20
	6
	4
	0
	35

	R3
	28
	7
	5
	0
	40

	R4（R4.12月時点）
	18
	12
	6
	0
	36








３）R4不支給の理由
　　・他疾患受診時の検査で陽性判明　2件
　　・書類不備　1件


２　肝炎定期検査費用助成制度（令和３年度～）

１）制度概要
　　・B型C型肝炎ウイルス性の慢性肝炎・肝硬変・肝がん患者が府肝炎専門医療機関で受けた定期検査費用の一部を助成
・助成対象の検査項目について、自己負担額（慢性肝炎２千円、肝硬変・肝がん３千円）を超えた分を還付
・所得制限（世帯の市民税所得割23万５千円未満）、回数制限（一年度2回まで）あり

２）周知
・専門医療機関等へポスター・チラシの配付
・患者へ個別案内（C型肝炎受給者証・B型肝炎不承認通知の送付時に資料同封）

３）実績
　　＜年度別＞　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜支給内訳＞
	
	支給
	不支給
	計

	R3
	157
	21
	178

	R4（R4.12月時点）
	78
	19
	97


	
	B型
	C型
	計

	R3
	56
	101
	157

	R4（R4.12月時点）
	41
	37
	78






４）R4不支給の理由
・0円償還　3件　・・・還付額が自己負担額（2千円・3千円）未満
・書類不備　9件　・・・診断書の文書料が還付額を上回る
・受給者証交付あり　7件

≪患者の声≫
● 必要書類を準備する労力の割りに助成額が少ない（平均5千円）
● 無症候性キャリアも定期的な経過観察が必要であるため助成対象にしてほしい

条件の緩和（無症候性キャリアも対象にする、所得制限や自己負担額の撤廃）が必要
　　　　　　　　　   ➡ R4国へ要望済

３　今後の取組
（初回精密）
➤産科医への継続的な普及啓発（R5～拠点病院や医会と連携した研修会）
➤眼科取組の横展開（R5～整形外科等）

（初回・定期共通）
➤ウイルス検査陽性者へのフォローアップや受給者証交付時に個別案内（継続）
➤肝炎医療コーディネーターを活用した普及啓発（継続）
